
市民参加型まちづくり１％システム　実施事業紹介

※弘前城本丸石垣修理事業について、詳しくは下記URLをご覧下さい。
http://www.city.hirosaki.aomori.jp/kanko/shisetsu/park/ishigaki.html
■問い合わせ先　公園緑地課弘前城整備活用推進室（弘前公園緑の相談所内、☎33・8739）

　昭和 58 年５月 26 日、秋田県男鹿半島の北西約
70㎞の海底を震源とするマグニチュード 7.7 の地震
が発生しました。後に「日本海中部地震」と名付けら
れるこの地震では、日本海沿岸に津波が発生し、津軽
地方にも甚大な被害をもたらしました。
　弘前市においては震度４を観測し、国指定名勝「瑞
楽園」（宮舘）の石灯籠が倒壊するなどの被害があり
ました。弘前城本丸東側石垣の膨らみは、この地震に
よる被害状況調査の過程で確認されています。
　地震後に目視で石垣の膨らみを確認、これを受けて
翌59年、石垣を定期的に測量する「定点観測」に着
手しています。定点観測は、平成14年度まで継続さ
れました。観測では、築石が毎年数ミリ～数センチほ
どの規模で本丸側（内側）・濠側（外側）双方への移
動を繰り返していました。そうした中、年月を重ねる
ごとに移動が濠側の一定方向に蓄積され、築石にずれ
が生じていることが確認されました。
　また、平成 12年度と 15年度には、専門業者に依
頼して石垣概要診断調査を実施し、その結果、このま
ま変位が進行すると地震などの衝撃により、石垣が崩
壊する危険性があるとの報告を受けました。この報告
を受けて、市は文化庁などとの協議を重ね「石垣修復
計画」を策定、それを基に平成19年度からは、国の
補助を受けて地質調査・変位測量・３次元測量・地下
水位観測といった石垣の基礎調査に着手しています。
これらの調査は、石垣の現状把握や膨らみの原因を探
ることを目的としたものでした。

　　　　　　　　　　   第４回
　 ～平成の修理に至るまで～

弘前城石垣修理
　このコーナーでは、「市民参加型まちづくり１％システム」を活用し、実施された事業を紹介しています。
今号は下記の１事業です。

 

▽実施団体　青森県美容業生活衛生同業組合弘前支部
▽事業内容　多くの国指定重要文化財建築を有する古都弘前で、弘前城菊と紅葉
まつり会期中に「古都弘前きものｄｅ散策」を実施しました。和装して参加した
市民は、文化財建築や趣のある建物を巡ることで古都弘前の文化を再確認し、城
下町の魅力と誇りを再発見することができました。また、趣のある街の雰囲気を
盛り上げることができました。
▽事業費／補助金額　70万 5,408 円／ 50万円

15 古都弘前きものde散策

平成26年度３次募集 弘前市市民参加型まちづくり１％システム　交付決定事業一覧
事　業　名 団　体　名 交付決定額

通学路等における児童の見守り活動 堀越子ども見守り隊 21万 6,000 円

豊田小学校通学路排雪事業 豊田小学校父母と教師の会 31万 7,000 円

青年団リンク　ホエイ「珈琲法要」弘前公演実施事業 弘前は珈琲の街です委員会 50万円

青少年健全育成・地域づくり・地域世代間交流事業
「第１回津軽の伝統文化と昔の遊びに触れてみよう」 時敏地区青少年育成委員会 37万 1,000 円

弘前市民による地域包括ケア実現のための研修会　みんなでつくる地域
包括ケアの街～ひとりひとりの「生きる」を大事にしよう～ ひろさきナラティブ .net 20 万 2,000 円

岩木山南麓豪雪まつり 岩木山観光協会 49万 8,000 円

ひろさきを絵手紙にして知ってもらおう
ワークショップ「こころを伝える　ひろさき絵手紙展」 津軽ひろさきマーチング委員会 30万 9,000 円

ともに生きる精神障がいの理解・普及・交流会
「松本ハウスがやってくる」～笑って学ぼう精神疾患～

津軽地域精神障がい者社会復帰支援連
絡会 30万 5,000 円

農の魅力、子どもに発信！ 弘前大学財政ゼミナール 8万 9,000 円

組ねぷた制作技能継承事業－組ねぷたを見直そう－ 弘前ねぷた参加団体協議会 50万円

昴地区集会所協働開放事業 昴町会 14万 4,000 円

福祉と暮らしの相談会～多職種ネットワークによる相談会～ 一般社団法人権利擁護あおい森ねっと 17万 8,000 円

文化周知のためのイベント開催 うぃっちたいむ！！実行委員会 48万 7,000 円

「やりたいことをやらなくちゃ」プロジェクト Hiromaru 47 万 7,000 円

過疎地域スポーツ推進事業 スポネット弘前 20万 4,000 円

※各事業の内容については、市ホームページに掲載しています。

　市では、個人市民税の１％相当額を財源に、市民自
らが地域を考え企画・実践する活動に必要な経費を助
成する「市民参加型まちづくり１％システム」を実施
しています。この制度は、地域の実情に身近な市民の
皆さんが実践する、地域の課題解決や活性化につなが
る活動を支援することにより「市民力」による魅力あ

まちづくり１％システム
３次募集事業が決定しました

るまちづくりを推進するものです。
　先に実施された３次募集では、16 事業が申請さ
れ、まちづくり1％システム審査委員会による審査後、
15事業が交付決定されました。

　平成20年度には、
石垣の調査方法・修
理方針などについて
指導を得るため、歴
史・石垣・耐震など
各分野の専門家で構
成された「弘前城跡本丸石垣修理委員会」を組織し、
基礎調査で得られたさまざまなデータをもとに修理の
方向性について検討を重ねてきました。その結果、平成
23年８月に石垣を解体修理する方針が決定し、さらに
翌24年度には、具体的な修理範囲が確定しています。

　範囲確定を受けて、平成25年度より石垣修理範囲
に接する本丸平場の本発掘調査に着手しています。こ
れまでの基礎調査や発掘調査から、石垣の膨らみの原
因としては、地下水の滞留、石垣背面盛土の地滑り、
元禄期に築造された石垣裏込の幅の狭さなどが現時点
では考えられています。
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秋の弘前城天守

石垣の膨らみ（平成 24 年撮影）

石垣の構造
松の胴木を敷き、その上に根石を据えて石垣の基礎
とする。積石の後方に飼石を入れて固定し、背後に
は裏込の小石を詰める。
※弘前城の石垣では、今のところ胴木は確認されて
いません。
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